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～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●インフルエンザが流行し始める季節です。手洗い・うがいを心がけましょう 総合保健センター健康増進担当・℡229－4121
●埼玉県民手帳を販売します 情報統計課統計担当・℡内線2265
11月14日戚から、情報統計課（本庁舎分室２階）で販売します。500円。色は、黒とグレイッシュブルーの２色です。

●糖尿病無料相談会と無料市民公開講演会 日本糖尿病協会埼玉県支部・℡228－3808
11月24日析、無料相談会＝午後１時30分～２時30分$無料講演会＝午後３時～４時30分。埼玉医科大学川越ビル（脇田本町）。先着120人。当日直接会場。
●警察官採用試験 埼玉県警察採用センター・℡0120－373514
申込受付期間は、12月３日席～20日斥。12月２日隻に、川越福祉センターで就職説明会を行います。詳しくは、川越警察署（℡224－0110）にお尋ねください。
●視覚障害者の自立のための歩行訓練 碩埼玉県視力障害者福祉協会事務局・℡048－522－2222
11月16日昔、午後０時30分～４時。川越福祉センター。視覚障害者または移動介助者および移動サポートに関心のある方。事前申し込み要。詳しくはお尋ねください。
●訂正 広報川越1161・28ページ　催し物ガイド
川越運動公園の催し　誤＝11月10日析・11日隻、市民体育祭バスケットボールの部$11月23日積・24日析、市民体育祭ミニバスケットボ
ールの部　正＝11月10日析・11日隻、市民体育祭ミニバスケットボールの部$11月23日積・24日析、市民体育祭バスケットボールの部
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環境にやさしい暮らしを応援します
市では、環境にやさしい暮らしを始める方を対象に、各種補助を行っています。詳しくはお尋ねください。

生け垣設置補助生け垣設置補助生け垣設置補助

屋上緑化・壁面緑化補助屋上緑化・壁面緑化補助屋上緑化・壁面緑化補助

問い合わせ…住宅用太陽光発電システム補助＝環境政策課地球温暖化対策担当・℡内線2615
$生け垣設置補助、屋上緑化・壁面緑化補助＝環境政策課みどりの担当・℡内線2612

①住宅用太陽光発電システム補助
②生け垣設置補助
③屋上緑化・壁面緑化補助
＊申し込みは、来年１月31日斥まで 住宅用太陽光発電システム補助住宅用太陽光発電システム補助住宅用太陽光発電システム補助

平成９年度から始めた住宅用太陽光
発電システム補助制度。
10月27日、さんぱく会場で、補助金
交付1,000件目の比

ひ
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る

間
ま

さんに、
舟橋市長から記念証が渡されたんだよ
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あなたの向学心を応援します
●市の育英資金（無利子）
高校・中等教育学校（後期課程に限る）・高等専門学校・大学・専修学校などに来年４月から進学または在学中

の方で、経済的に就学資金などの支出が困難な方にお貸しします。

学資金と入学準備金
対象（次の要件を満たす方）…①市内に引き続き６か月以上在

住している②経済的理由で学資金や入学準備金支出が困難で

ある③学業成績が良好である

償還期間…貸付期間の２倍（据え置き期間＝卒業後６か月）

提出書類…①借入申請書②校長の推薦書③成績証明書④健康診

断書⑤住民票（家族全員のもの）⑥合格通知書の写し⑦保護

者全員の平成19年分の源泉徴収票または確定申告控えの写し

＊①②の用紙は、教育総務課（東庁舎２階）にあります（市の

ホームページからもダウンロード可）。⑥は申込期間後の提出

も可能です。

申し込み…来年２月１日昔～３月６日斥に教育総務課

問い合わせ…教育総務課総務担当・℡内線2822

●国民生活金融公庫の融資制度（利率2.5％・返済10年以内）
融資の対象となる学校（高校・短大・大学・専修学校・各種学校）に入学・在学する方の保護者に、教育資金を

融資しています。

●母子家庭のために（無利子）
母子家庭を対象に、授業料の一部と入学準備金を無利子でお貸しします。

修学資金と就学支度資金
対象…母子家庭の母（所得制限があります）

返還期間…修学資金＝貸付期間の２倍～３倍$就学支度資金＝

５年以内

据え置き期間…卒業後６か月

提出書類…①貸付申請書②全部事項証明（戸籍謄本）③所得証

明書（申請者・保証人）④合格通知書⑤借用書⑥印鑑証明書

（⑤⑥は貸し付け決定後に提出）

＊貸付申請書は子育て支援課（本庁舎２階）にあります。

申し込み…修学資金は随時、就学支度資金は来年３月末日まで

に、子育て支援課家庭児童相談担当

＊母子自立支援員が事前に相談を受け付けます。早めにお問

い合わせください。小中学校の就学支度資金は、所得税非課

税世帯に限ります。

問い合わせ…子育て支援課家庭児童相談担当・℡内線2585

区　分 貸付額
高等学校　

国公立 13,000円
中等教育学校

学資金 （後期課程に限る）
私立 20,000円

（月額） 専修学校
高等専門学校 16,000円　
大学（短期大学含む） 30,000円
高等学校

国公立 150,000円
中等教育学校

入学準備金
（後期課程に限る）

私立 280,000円
専修学校
高等専門学校 160,000円
大学（短期大学含む） 360,000円

区　分 貸付限度額
高等学校 公立 18,000円
専修学校（高等） 私立 30,000円

修学資金
短大 公立 45,000円

（月額）
専修学校（専門） 私立 53,000円

大学
公立 45,000円
私立 54,000円

専修学校（一般） 29,000円
小学校　　 39,500円
中学校　　　 46,100円
高等学校 公立 75,000円

就学支度 専修学校（高等） 私立 410,000円

資金 大学・短大 公立 370,000円
専修学校（専門） 私立 580,000円
専修学校（一般）・修業施設（中卒） 75,000円
修業施設（高卒） 90,000円

国の教育ローン
対象…融資の対象となる学校に入学・在学する方の保護者（所得制限があります）

融資額…学生・生徒１人につき200万円以内

返済期間…10年以内（交通遺児・母子家庭の方は11年以内）

据え置き期間…在学期間内

返済方法…月賦による均等返済またはボーナス月増額返済

申し込み…随時

問い合わせ…国民生活金融公庫川越支店・℡246－4171


